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私の戦後７０年 

クレト 中村 道生神父 

去る 5月 7日は私のすぐ下の妹の 70年

目の命日でした。その約一か月後に、米軍の

空爆を受け私の家は焼失しました。記録を見

ると、「1945年 6月 19日午後 11時すぎ 

から約 2時間にわたり、米軍の B29約 220

機が無差別爆撃。福岡市の約 3割が焼か

れ、 約 6万人が被災し、死者・行方不明者

約 1千人とされる」とありました。この時、父は

焼夷弾を受けて全身やけどを負い、疎開先

の母の実家に戻ってきたのを覚えています。 

その後も、アメリカは朝鮮戦争、ベトナム戦

争、湾岸戦争と空爆を繰り返してきました。そ

んな国と安倍首相は「積極的平和主義」と称

して、憲法 9条を無視し、集団的自衛権の

行使を容認する閣議決定を行いました。この

ような動きに対して今年の 4月、松浦悟朗司

教は、「平和をつなぐ」を著し、そのむすびの

なかで、原爆に被爆しながらも平和を訴え続

けた永井博士が二人の子供たちに遺言とし

て言い残した言葉を載せています。 

 …日本をめぐる国際情勢次第では日本人

の中から、憲法を改めて戦争放棄の条項を

削れ、と叫ぶ声が出ないとも限らない。そして

その叫びがいかにももっともらしい理屈をつ 

けて、世論を日本再武装に引き付けられかも

しれない。 

そのときこそ、誠一よ、カヤノよ、たとい最

後の二人になっても、どんな罵りや暴力を受

けても、きっぱり『戦争反対』を叫び続け、叫

びとおしておくれ！たとい卑怯者、裏切者と

叩かれても、「戦争絶対反対」の叫びを守っ

ておくれ！ 

 70年前のあの戦争が、私の二人の妹の

命を奪ったのだと思っています。さらにあの

戦争で私たち日本人はアジアの人々の多く

の命を奪ったのではないでしょうか。このこと

に思いをはせ、心に刻まなければと思いま

す。そして、アジアの平和のため、世界の平

和のために、世界の宝と言われている「平和

憲法」をなんとしても守らなければと思ってい

ます。松浦司教は「平和をつなぐ」の中で、具

体的に何ができるかをよく教えてくれていま

す。 先日、札幌で「憲法講演会」があり、日

本の政治状況を学ぶことができました。8月

の平和旬間にはより多くの人と実りのある集

いを持つことができればと願っています。そ

のためにも、心から「主よ、私を平和の道具と

して下さい」と祈らなければと思っています。 

 2015年 聖霊降臨の祭日を前に。 
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 神谷方幼娜さん  昭基さん（ご主人） 

ジュリア 神谷 方幼娜（ホンユーロー）  

去年、11 月に突然背中に経験した事がな

い激痛が走り、すぐに救急車で運ばれました。

それから 3 日間 ICU にて絶対安静して１ヶ

月入院しました。ベッドで動けなかった間、

いろいろ考えました。命を拾った事は神様に

感謝するしかないと思いました。 

 香港生まれで、中高はカトリックの学校で

した。聖書や教会には馴染んでいました。日

本に来てから主人と知り合い、カトリック一

家でとても熱心な義母の影響でいつかは洗

礼をと思いました。死を意識したら私はこの

ままでは死後の世界に主人と離ればなれに

なると思うと悲しくなりました。 

 退院してから体調がいい時に何回も教会

に来ては感謝の祈りを捧げました。たまたま

北川さんと話した機会に自分の気持ちを伝

え、すぐに手配してくれました。 

 渡辺神父様の元、代母は北川さんで３月

１６日に洗礼と堅信を受けました。やっと

心に平安が宿りました。神様に祈ってくだ

さったいろいろな方に感謝したい気持ちで

いっぱいです。（2015 年 3 月 16 日受洗） 

 

齋藤響子さん  山本菜摘さん 川上神父様 

クララ 山本 菜摘 

この度、復活祭に洗礼を受けることができ、

本当にうれしいです。 

思い起こせば、キリスト教に出会ったのは

10 年以上前。海外でクリスチャンの友人が

でき、自然と興味を抱くようになりました。

そして、帰国後、ルカ神父に出会い、釧路に

もこんなに素敵な教会と信者の皆さんがい

ることを知りました。その後、中村神父と代

母の斉藤響子さんに出会い、お二人には特に

お世話になりました。この場を借りて、改め

てお礼を申し上げます。 

  晴れてクリスチャンになることができた

今、私を導いてくれたすべての人、そして、

神様に感謝せずにはいられません。これから

は一層信仰を深め、クリスチャンとして誇り

を持って生きていきたいと思います。 

未熟者ですが、どうぞよろしくお願いいた

します。 

（2015 年 4 月 5 日受洗） 

 

 

洗礼おめでとうございます 
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奉献生活の年（2014年 11月 30日～2016年 2月 2日）

 

ノビスとしての奉献年 

ｺﾝｸﾞﾚｶﾞｼｵﾝ・ﾄﾞ・ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ修道会 

アンナ 笹野 聡子 

 私は 3 月 19 日、聖ヨゼフの祭日にコング

レガシオン・ド・ノートルダム修道会のノビ

ス(修練者)になった。奉献生活の年に修練１

年目を過ごすことができるということは、と

ても幸福である。 

 修道会に入って勉強して初めて知ったが、

修道者とは、神から聖別された人らしい。そ

う考えると、よりにもよって私を(一応)選ぶ

とは、神様の趣味はちょっとわからない。ど

う考えてももっとシスターに相応しそうな

人は山程いる。でも私だった。神様のストラ

イクゾーンが広すぎること、ちょっと趣味が

変わっていることに感謝の毎日である。 

 神の花嫁修業は長い。平均 4 年で、私は残

り 2 年である。長いようだが過ごしてみる

と短いこの期間、一生懸命祈り、学び、身も

心も全てどっぷり神様にお捧げしたい。愛す

る方に嫁ぐため、毎日悩み、笑い、祈りたい。 

 

 

 

三つ子の魂百まで                          

援助修道会    

小さきｲｴｽのﾃﾚｼﾞｱ 橋本 晶子 

みなさまのお祈り、励ましをいただきな

がら、３月２２日に初誓願宣立のお恵みを

いただきました。喜びのうちに感謝いたし

ます。 

 修道会の門をくぐり、志願期、修練期と

過ごした中で、度々人生の読み直しを行い

ました。その時にいつも思い起こされるの

は、幼少期の幸せな記憶です。静かな夜の

ミサ、北大通りの聖体行列、幼稚園の聖劇

や聖アントニオ修道院での黙想会・・・あ

げるときりがありません。しかしそれらの

記憶は私にとっての「天国」なのです。心

の平安を見失うとき、いつも私はこれらの

記憶へと導かれます。家族との一致、教会

との一致、社会への証の中に私の平安はあ

り、喜びがあることに気づかされます。 

 考えてみれば、何事も長続きしない私

が、唯一続いていることは教会共同体と共

に生かされている、ということだけなので

す。「あなたはここにずっといていいんだ

よ」奉献生活への招きは、放蕩息子に注が

れる父の愛のように私の心に響いてきま

す。 

 小さな種を大切に見守り育ててくださっ

たみなさま、どうぞこれからの歩みをお祈

りくださいますように。また、みなさまに

お会いできることを期待しつつ、心から。 コングレガシオン・ﾄﾞ・ノートルダム修道会 
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カトリック釧路教会 2015年度 新役員紹介 

   信徒会長 本間克弘  副会長   小林嘉明      副会長   小椋ナナ子 

 

 

 

 

 

    

     典礼委員会   委員長 山口市郎     副委員長  森いつ子 

  広報委員会  委員長 北尾直美     副委員長  勇まゆみ 

  宣教委員会   委員長 亀岡延枝・コグト  副委員長  植村哲史 

  行事委員会   委員長 北川健二     副委員長  市村均 

  ﾖｾﾞﾌ会    会長 市村均  アンナ会 会長 土谷幸子 

「教会は一つであり、聖である」（教皇フランシスコ 2014 年 8 月 27 日一般謁見演説より） 

 

  

編集後記 

 よきおとずれ 2 号も多くの方にご執筆とご協力をいただき、発行の運びとなりました。 

皆様、本当に有難うございました。 

オンラインの大学講座が話題になっていますが、私は gacco というオンライン講座から上

智大学 川村信三神父様の「大航海時代の日本：日欧文化交流の歴史（ヒストリア）」とい

う講座を受講しました。16 世紀の日欧の状況、宣教師ヴァリニャーノが日本で行った布教

活動と、天正遣欧使節団を派遣するともに印刷機を導入し、数多くの印刷物（キリシタン

版）を発行したことなどを学びました。 

 信徒発見から 150 年の今年、潜伏キリシタンの信仰の支えとなった「こんちりさんのり

やく」（ゆるしの秘跡のマニュアル）がそのキリシタン版の 1 冊であることを思い合わせ

ると感慨深いものがありました。 

＊無料で学べる大学講座 gacco（http://gacco.org/）             （M.I） 
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